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1.:惑じ夕)l(

橋柔用支承オえとしてのゴム者のようば群性イ本では,支圧応カバ同じて
｀
も中′じ=,と周辺著,の受1するえヽ力は異なり́

中に予の方バ大きくなる.設計支こえヽ力をllげた場会は′ヤば予バ女|するん力はより高くばり′ ゴム薇対兵び者

含座コンクリート1 与ヽえる影響も無視できないと濯ヽわれる.従 って, ゴムなく課せられた今後の課題として′

(1)中ぜやバ爽1する高И六ヽ力を均等|分ヽ々させてイム減し′晨人応力をどのオ3支下げること力ヾで`きるか。

(2)桁の下面と修確夕主との平行皮誤差を沓本体のな能Σ項なわないで'′ とのヽ俎友吸収できるか。

がある. この課題を角わ夫する一方去として′ゴム者|ミ作用する荷菫を支産面

積ださ匂Чく均等l 分ヽ々させ′中だ辛,|く誉生する最大た 力を仏 くおさえ′ ま た

たと台庄との子行友誤差を吸収し′なじみを文くする等の目的でゴム者の上

下面lミ1よ変形し易く′ ユっなじみ易いキ寺殊ばゴム層(なじめ脅)を設け′ えレ〔′

ゴム=,|ては横矛しを設ll六。以上のような加■を施したゴム者と用いて芳断及

紹疲労調験を行なった(写真1)。以下′その部ヽ尉漱吉果)くついて報告する。

2試 験机 妥

本試験ほ′東京大学工学が大型溝膠勿試験室レておИて 'ノ張圧縮"T°Nの

線超Lし疲労熟験機を用いて,前述の課題に資するため′J見イ尺タイフ・′けじみ`

増t設けたタイフ・′なじみ盾と横れを決げたタイフ・してついて′それそれ,=

ゎり無の荷菫を譲荷して応ヽヵ介々 状態を)ヒ較した。次に,な じみ層と様子しを

設けたことに国るmi荷柱ャ養令し社と使用蒻料の疲労友を確認する目的でゴム

者を傾斜及間に設置して′最大支及定ヽ力=70り解と最小支圧売ヽヵ=50電術の
写 真 1 試 験

縁返し荷菫とカロえ,鈴直■とす断変形を同時に発生させ′繰返し回

数′ω万回の疲労試験を実オセした。

3.試験 方法

3‐1応力分布課嚇に  応 力ヽ ヽの月1えは5θ TONアムスラー試3潮嗅К

より,Pl史の荷菫き載荷レ′江力yllBllシート(富士ヵルム:プレスケー

'りにより応力値の最大を読み取った。

3‐2疲労試験: 疲 労試験は写真-1の疲労静疇食残ドより′図-1のよ

う|ミゴム省 を取付 け′応力lra暢ャを70り佛～50%f(P・ 42T°N～30

TOゆで森とし載荷レ′そのB寺の剪詢友形量をゴム厚の50%～40%に

なるように傾斜板の角度を設定した。みしζじ月期に4H2を基考静` 訳

たし24時F・l連続運転で行なフアtち

4.試験結果

4-1応力扮ジ|  」見ボタイフ'′なじみ層を設けトタイフ。′なじみ層

と凄子しを設りたタイプの最大売`力の分々 と示すグラフバ図-2,3で'

ある。rJ‐じみ層と液=しのオロ乗効芽してより′ 申′じやバ挙生するえヽヵ値

は現状タイフ・|ミ上して約30%イ3原|たことが`わかる。また,し“贄け

期
◎
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